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はじめに

 

日本初！複式簿記を応用した「新・家庭経営ソフト」

　クレジットカードの普及、有価証券投資、各種ローンやキャッシングの発達など、家計を取り

巻くマネー事情は多様化しています。複雑な取引を総合的に管理するためには、どれほど使い勝

手を工夫しても単式簿記の家計簿には限界があって、企業会計で用いている複式簿記を応用する

しかないことは専門家の間では“常識”でした。しかし、企業会計ソフトをそのまま家計簿に転用し

ても、「借方」「貸方」といった簿記の知識がない人には利用してもらえません。

簿記の知識がない人にも、一般的な家計簿ソフトを使いこなす感覚で利用できる複式簿記ソフト

が作れないものか――。そうした目的で開発したのが「家庭決算書」です。

2002年11月、プレジデント社発刊の「家庭決算書」の付録として第一弾のCD-ROMソフトを発表

してから９年。利用者の声を反映して操作性の向上や機能性の拡充に取り組み、今回ダウンロー

ド版としてリリースすることができました。

「家庭決算書」は日々の取引の一つ一つが「消費損益計算書」と「財産対照表（バランスシ

ート）」に連動しているので、企業経営者が財務諸表から経営状況を読み取る感覚で、家計の全

体状況をリアルタイムで把握することができます。

クレジットカードをよく利用する方、有価証券投資を行っている方、住宅ローンを抱えている方

やパスモ・スイカなどを利用されている方にも、とくにお勧めしたい「家庭経営ソフト」です。

　　　（開発者／依田宣夫・公認会計士）

 

　 「 家庭決算書」XP版

      会計期間　　　　１月１日から１２月３１日まで

　　簿　　記　　　　　家庭簿記（家庭用複式簿記）

　　ダウンロード版　　（株）ベクターにて販売

　　　http://www.vector.co.jp/soft/winnt/home/se485979.html

　　販売価格　　　　　　１,２６０円（税込）

 

「Windows７」および「Vista」への対応について

 

　   「 家庭決算書」XP版の、「Windows７」および「Vista」への

　　現時点での対応は、以下のHPで、マイクロソフトより無料にて

　　提供されている「Microsoft 　Virtual PC」をご利用いただき、

　　お客様のPCの中に、XPの環境を別途構築し、その中で弊社の

http://www.vector.co.jp/soft/winnt/home/se485979.html


　　お客様のPCの中に、XPの環境を別途構築し、その中で弊社の

　　ソフトをご利用いただくようお願い致します。

    

　　　　　「Vista版」　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 「Microsoft Virtual PC」

 

　　　　　「Windows７版」　　　　　　　　　

　http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows7/products/features/windows-xp-mode

　　　　　　　http://www.microsoft.com/japan/windows/virtual-pc/default.aspx

 

 

 

 

http://www.microsoft.com/japan/windows/products/winfamily/virtualpc/default.mspx
http://www.microsoft.com/japan/windows/products/winfamily/virtualpc/default.mspx
http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows7/products/features/windows-xp-mode
http://www.microsoft.com/japan/windows/virtual-pc/default.aspx


家庭決算書ができるまで

 

 

　　　

　　家庭決算書ができるまで

 

　　（１）　スタート　　　　　　　インストール　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　はじめの財産対照表の作成

　

　　　

 　　　（２）　消費生活　　　　　入力処理　　　　　　取引内容　　　

　　　　　　（収入—消費）　・現金　　　　　　　　現金取引

　　　　　　　　　　　　　　・普通預金　　　　　　預金取引　

　　　　　　　　　　　　　　・カード購入　　　　　カード購入取引

　　　　　　　　　　　　　　・現金・預金以外　　　現金・預金以外の取引

 

 

家庭決算書　　月次の家庭決算書の作成　

　　　　　　　毎月の取引の記帳・分類・集計

　・月次財産対照表

　・月次消費損益計算書

　　　　　　　　　　　　　　分　析

　　　　　　　　　　　　　　　・科目月別残高

　　　　　　　　　　　　　　　・予算実績対照表

　　（３）年の終わりに

決　算　　　　　

　・時価評価　　　資産などの評価替え

　　　　　　　　　　　　　　　・本年度の家庭決算書の作成　　　

財産対照表

　　　　　　　　　　　　　　　　　消費損益計算書

　　（４）翌年への繰り越し　　　　

来年度の財産対照表の作成

 



 

　　（５）新しい年のスタート　　　　

繰り越した財産対照表

 



まず、「はじめの財産対照表」を作りましょう！

 

　家庭決算書は、財産対照表と消費損益計算書という２つの報告書から構成され、両者はシステ

ム的に結びついています。財産対照表と消費損益計算書という二つの報告書の中身を分析するこ

とにより、家庭のさまざまな現状を明らかにすることができます。

また、家庭の経営者が意思決定をする際、このような会計情報を持つことが、家庭経営にいかに

役立つかということも理解できると思います。 

 

 このソフトは、複式簿記の知識がない方が利用できるように工夫してあります。そして、使い慣

れてくるとその良さが分かることと思います。

　是非、継続して使われることをお勧めいたします。

 

　最初に作る「はじめの財産対照表」は、あなたが、今まで働いて、築き上げた財産の金額を、

明らかにしてくれます。

あなたが所有している家庭の財産は、現金や預金だけでなく、いろいろなものがたくさんあり

ます。その財産の内容を確認するために科目ごとに金額を入力していきます。

まず、開始月を決めて、現金→普通預金→・・→と、順番に各科目の金額を入力してください。

入力が終わり「完了」キーをクリックすると、「はじめの財産対照表」は、自動的に計算されて

、完成します。すると、あなたが、今まで働いて、築き上げた財産の金額（留保財産）が、明ら

かになります。

そして、１月１日から１２月３１日まで入力をして、今年の決算が終わると、家庭決算書の当期

消費損益で、あなたが、今年１年間働いて、築き上げた財産の金額が、すぐに分かります。

 

それでは、始めてみましょう。

 





開始月の選択

開始月

 

開始月の選択
 

記帳を開始する月を選択してください。

原則として1月からスタートしてください。その他の月を開始月に指定すると、

それ以前の月はデータを入力することができなくなります。

 

 

家庭の財産の確定
 

すべての科目はあとから追加、訂正、削除が可能ですので、初めてご使用になる

方や書類の準備ができない方は、いまわかる科目と金額を入力して、「次へ」キーを押して最後

まで進んでください。

 

家庭の財産には資産（プラスの財産）と負債（マイナスの財産）があります。

次の画面から、資産と負債の残高を科目ごとに入力していきます。
 

また、家庭の預貯金、有価証券、不動産等の資産額および住宅ローン、

クレジットカードの未決済額等の負債額が分かる契約書類などで金額を確認

しながら入力してください。
 
 





手持ち現金の入力

現金

 

手持ち現金の入力

家族全員が所持している現金の総額を入力してください。

分からない場合には概算金額を入力し、後で修正してください。

 

 





普通預金・郵便貯金の残高入力

普通預金

 

普通預金・郵便貯金の入力

普通預金（貯金）口座を開いている銀行名と残高を入力してください。

郵便局利用の場合は銀行名の欄に郵便局と入力してください。

普通預金口座は最大３０口座まで設定できます。

普通預金口座が３１口座以上ある場合は、銀行名をその他銀行などとして、残高合計を入力して

ください。

残高がマイナスの場合も、マイナスのまま入力してください。

 

 





定期性預金残高の入力

定期性預金

 

定期性預金の入力

現在お持ちの定期性預金の残高を記入してください。

定期性預金口座は最大５口座まで設定できます。

定期性口座が６口座以上ある場合は、銀行名をその他銀行などとして、残高合計を入力してくだ

さい。

 





外貨預金などその他預金残高の入力

その他預金

 

その他預金の入力

外貨預金などその他の預金がある場合に入力します。

外貨預金の残高は現在の為替レートで円換算して時価で入力します。

その他預金の口座は最大５口座まで設定できます。

その他預金口座が６口座以上ある場合は、銀行名をその他銀行などとして、残高合計を入力して

ください。

 





土地・建物・マンションの時価評価額の入力

土地・建物

 

土地・建物・マンションの入力

 

最新情報（新聞、チラシ、雑誌など）をもとに、できるだけ実勢価格に近い時価評価額（売却可

能価額）を残高に入力してください。

また、購入価額（取得価額）を入力し、後で修正しても問題はありません。

 





有価証券の時価評価額の入力

有価証券

 

有価証券の入力

株式、公社債、投資信託の時価評価額を新聞などで確認をして入力してください。

また、複数所持している場合は、時価評価額を合算して残高に入力してください。

最初に、購入価額を入力して、後で時価評価額に修正しても問題はありません。

 





保険積立金の入力

保険積立金

 

保険積立金の入力

掛け捨てタイプではない保険の解約返戻金を入力してください。

保険積立金は３項目まで設定できます。

３つ以上の保険に加入している場合は、保険の種類ごと（生命保険、養老保険、個人年金保険

など）や保険会社ごとに残高（解約返戻金）を合算して入力してください。

また、はじめに支払い金額を入力して、後で修正しても問題はありません。

 





車両の入力

車両

 

車両の入力

家族が所有する自家用のクルマ、オートバイ等の時価評価額（下取り価格の概算）を合算して入

力してください。

また、購入価額を入力して、後で修正しても問題はありません。

 





売却可能な高額品の入力

高額品

 

売却可能な高額品の入力

売却可能な高額品とは、骨董品、美術品、宝飾品、ピアノ、ブランド品、コレクターズアイテム

などを指します。

売却可能な高額品がある場合、その残高を入力してください。

高額品は３項目まで設定できます。

 





スイカやパスモなどその他資産の入力

その他資産

 

その他資産の入力

敷金、保証金、他人に対する貸付金や前払いのスイカやパスモなどがある場合、その残高を入力

してください。

その他資産は３項目まで設定できます。

 





負債の部

 

負債

 

ここからは、負債(マイナスの財産)の金額を入力していきます。

家庭決算書では、負債科目を以下のように分類しています。

 

負債科目

住宅ローン

　住宅の購入・増改築に伴う代金の銀行や住宅金融支援機構などからの借入金

その他借入金

　住宅ローン以外（教育ローン、自動車ローン、カードローン、消費者金融

ローンなど）の借入金や友人・知人などからの借入金

カード未払金

　クレジットカードによる購入代金の未払金

未払金

　諸資産購入代金の未払金、消費代金の未払金

その他負債

　一時的に現金などを受け入れた預り金、科目が決まらない仮受金

 





住宅ローン残高の入力

住宅ローン

 

住宅ローンの入力

住宅ローン残高を入力してください。

金融機関は６機関まで設定できます。

借入先の金融機関が７機関以上ある場合は、金融機関名をその他金融機関などとして、住宅ロー

ン残高の合計を入力してください。

備考欄は借入条件の備忘記録としてお使いください。

 





その他借入金残高の入力

その他借入金

 

その他借入金の入力

住宅ローン以外の借入金（教育ローン、自動車ローン、カードローン、消費者金融ローンなど）

の残高を入力してください。

その他借入金は６項目まで設定できます。

借入先が７カ所以上ある場合は、金融機関名をその他金融機関などとして、残高合計を入力して

ください。

備考欄は借入条件の備忘録としてお使いください。

 

 

 





カード未払金の残高入力

カード未払金

 

カード未払金の入力

クレジットカードの未払金（銀行決済が済んでいないクレジットカード利用残高）を入力してく

ださい。

クレジットカードは３０枚まで設定できます。

クレジットカードが３１枚以上ある場合は、カード会社名をその他カード会社などとして、未払

金合計を入力してください。

 





その他未払金の残高入力

未払金

 

未払金・その他負債の入力

支払いの済んでいない消費代金（未払金）や一時的な預り金（その他負債）を入力してください

。

 





正味財産の確定と家族財産の入力

正味財産

 

正味財産(本当の財産)の確定

いままで入力した資産（プラスの財産）と負債（プラスの財産）によって正味財産は次のように

計算されます。

正味財産とは資産の合計から負債の合計を引いた金額です。

 

家族財産の入力

家族財産とは、正味財産のうち相続や生前贈与によってもたらされた財産、結婚したとき配偶者

がもともと持っていた財産など、家族から譲り受けた財産のことです。　

 

初期設定はこれで完了です。

「完了」キーを押すと「初めの財産対照表」が作成されます。

 

初めの財産対照表に表示された科目や金額（これまで設定・入力してきた資産や

負債の科目と金額）はいつでも追加、訂正、削除ができます。

もし、追加、訂正、削除が必要な場合が生じた時には、メニューバーの「設定の変更」から

「初期設定」を選び、修正が必要な科目の画面を選択して、正しい情報を入力してください。

 





「はじめの財産対照表」の完成（１）

 

 

　　　　　「はじめの財産対照表」が、完成しました。

 

　　　あなたが今までに築き上げてきた財産の金額が、

　　　正味財産の内訳科目の「留保財産」で、明らかになりました。

 

 





「はじめの財産対照表」の完成(2)

 

　　完成した「はじめの財産対照表」を、印刷しましょう。

 

　　正味財産の内訳科目の「留保財産」が、あなたが今までに

　　築き上げてきた財産の金額です。

 

 

 

 





家庭決算書　「Q　&　A」（１）

 

 

家庭決算書　「Q　&　A」（１）
 

 

 

 

Q スタートは1月からでないとだめでしょうか。

A

そのようなことはありません。購入した月から始めて問題はありません。

ただ、月の途中から始めるのではなく、その月の初めからスタートすることを

お薦めします。

また、当社の家庭用会計ソフト「家庭決算書」は、会計期間を給与所得者の計算期間であ

る暦年基準にしたがい、１月１日から１２月３１日に確定してあります。

したがって、年の途中から開始された場合でも１２月３１日で決算を迎えることになり

ます。

Q 今年度版のデータは来年度版のデータに継続できますか。

A

できます。家計簿と違って、今年度版の決算後の財産対照表のデータは、来年度版の最初

のデータとして継続していきます。さらに、翌年から翌翌年へと毎年、毎年、決算後の財

産対照表のデータは、継続していくことができます。

また、家庭用会計ソフト「家庭決算書」は、各年度版は別ソフトなので、来年度版への繰

越は、今年度年版の年の終わりにの「来年度の財産対照表」の数字を、来年度版の初期設

定で、新たに入力していただくことになります。

Q
「初期設定」で入力する土地、マンションなどの不動産や有価証券の時価評価額は、すべ

て厳密に計算しないとだめでしょうか。また一部入力漏れがあった場合、あとで訂正はで

きますか。

A
「初期設定」で入力する金額は、すべて正しく入力することがベストですが、あとで 価額

の変更、追加入力など訂正が可能なので、まず、現状でわかる金額を 入力してスタートす

ることをお勧めします。



Q 家庭決算書の以前のCD-ROMソフトを利用していますが、今回のDL版家庭決算書とデータの

互換性はありますか。

A 残念ながら互換性はありません。したがって、DL版家庭決算書に、新たにデータを入力し

直していただくことになります。

Q 初期設定はたくさん科目があって、私には難しく思われます。それで、最初の入力は、い

ま分かる現金と普通預金だけ入力してスタートさせても、問題はないでしょうか。

A
問題はありません。いま分かる財産（たとえば、現金、普通預金、借入金など）を入力し

てスタートし、あとで分かったものを順次追加計上し、自分たちの財産の内容を充実させ

ていくと良いでしょう。

 

 



家庭決算書　「Q　&　A」（２）

 

 

家庭決算書　「Q　&　A」（２）
 

 

 

 

Q
この家庭決算書DL版は、複式簿記を応用して作られていると書いてありますが、複式簿記

を使った会計ソフトは通常数万円しています。このソフトは、１年間１,２６０円と言う

価格ですが、本当に複式簿記を使ったソフトなのでしょうか。

A

本当に複式簿記を使ったソフトです。

弊社の家庭用会計ソフト「家庭決算書」は、１年間（１月１日から１２月３１日まで）だ

け使用できるソフトとして作成しております。

したがって、年の途中から使用されたとしても、２００８年版、２００９年版と年度ご

とに、毎年、新たなソフトを購入していただくことになります。

年度ごとに別ソフトになりますので、上書きされることなく、年ごとに増えていくことに

なります。

この家庭用会計ソフト「家庭決算書」は、１０年、２０年と継続して利用していただきた

いと思い、価格を月額あたり１００円で、年間１,２００円（税抜き）にしています。つ

まり、１０年、２０年と継続して利用していただいた結果、複式簿記を使った一般の会計

ソフトと同じ価格になるように設定されています。

 

Q 複式簿記と言うと難しそうですが

A

この家庭用会計ソフト「家庭決算書」を利用するにあたって、複式簿記や会計の知識が、

とくになくても大丈夫です。

現金や預金などの入出金の入力をするだけで、財産対照表と消費損益計算書の内容がシス

テム的に管理できるようになっています。



ただし、財産対照表と消費損益計算書を使って、より詳しく分析などをしようとする場合

には、複式簿記の知識が必要になると思います。

 

Q この家庭用会計ソフト「家庭決算書」は、複式簿記を応用して作られていると書いてあり

ますが、従来の家計簿との一番大きな違いは何ですか。

A

一番大きな違いは、計算記録の結果が、毎年毎年つながっていくのか、いかないのかと言

う点です。

従来の家計簿のメインテーマは、「節約・貯蓄」「予算と実績の比較・チェック」でした

。しかし、この家計簿は１年で終わってしまうという欠点があります。

またクレジットカードやインターネットによる取引など複雑な取引にも対応できなくなっ

てきました。

そこで、このような欠点を補うため、企業会計の手法である複式簿記の考え方を取り入れ

た新しい家庭経営のツールとして、考え出されたのが、「家庭決算書」です。

家庭決算書で記録された計算結果は、１年で終わることはなく、来年へとつながって行き

ます。

 

Q 家庭決算書はどのような内容なのですか。

A

家庭決算書は、財産対照表と消費損益計算書という２つの報告書から構成されています。

財産対照表は家庭の財産の状態を表すもので、資産、負債と正味財産という内容で構成

され、資産は負債と正味財産の合計に一致します。

また、正味財産の留保財産で、あなたが今まで働いて築き上げた財産の金額を明らかにし

、当期消費損益で、あなたが今年１年間働いて築き上げた財産の金額を明らかにします。

 

消費損益計算書は、家庭の収入から消費を差し引いて消費損益を計算するものです。

財産対照表と消費損益計算書はバラバラではなく、両者が一体となって構成されており、

どちらか一方が欠けてしまうと家庭の経営には役立ちません。

 

 

 

 

Q 家庭決算書の作成手順はどのようになっていますか。



Q

A

（１）現時点の資産や負債の内容を示す「はじめの財産対照表」を作成します。　

（２）家庭の消費生活の取引内容を主に現金と普通預金などで記帳します。

（３）これらのすべての取引を科目ごとに分類、集計します。

（４）科目ごとに分類、集計されたすべての取引を、決算を行い、財産が増減するものと

、収入、消費が発生、 消滅するものに分けて、家庭決算書を作成します

（５）決算で作成した財産対照表を、翌年度へ繰り越します。
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